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羽生の家タイトル

講 評

　明治8年築、137年を経た総2階建伝統木造をエコ・リフォームしCASBEE評価Sを実現し耐震性も十分高め
たこの家は、伝統民家の大梁を残して古い家ならではの伝統的な空間意匠をそのまま活かしつつ、断熱気密性
も確保し土壁の熱容量を活かし輻射熱暖房をうまく使って省エネルギーで快適な室内空間を実現している。室
内温熱環境の実測結果とエネルギー消費量も詳細に記録されており、今後の参考にもしてほしい本賞にふさわ
しい好例である。（審査委員：外岡 豊）

データ

所 在 地▪羽生市	 	 完成年月▪平成21年7月
構造・階数▪木造・2階		  総工事費▪非公表
敷地面積▪約3,300.00㎡	 居住者構成▪15歳以上65歳未満：2人
延床面積▪218.82㎡		 設 計 者▪安井妙子あとりえ 主宰 安井 妙子
建築面積▪184.16㎡		 施 工 者▪株式会社阿部和工務店
			   　　　　　代表取締役社長　舩山 克也

住まい手から一言

　竣工後2回の夏を過ごした。夏は暑くてもいつでもエアコン1台で全館コントロールできるという安心感でが
まんができた。28℃以上で暑いと感じるとき、エアコンを温度設定28℃で運転して、温度降下は1℃くらいだが
湿度が下がるので快適と感じる。我慢して28℃にしている訳ではない。冬は全室を暖房して隙間風がないので
20℃以下で暮らしていても寒くない。着衣が変わった。室内でのソックスカバー、レッグウォマー、ダウンベストな
ど不用になった。少し厚いセーターで十分。庭に出る、新聞をとりに行くとき等はジャンパーを羽織る。
　2010年と2011年の電気使用量の比較を示す。

2010年

3月
（2/15～3/11）

814kW
15,151円

4月
（3/12～4/13）

846kW
15,264円 一度暖房を止めたが12℃くらいになり、寒さで暖房を再開した。

5月
（4/14～5/16）

579kW
10,501円 4月の遅くまで暖房をした｡

2011年

3月
（2/15～3/13）

845kW
15,382円 3/11震災停電

4月
（3/14～4/13）

593kW
10,448円

3月いっぱい計画停電があり暖房は3月11日以降停止した｡寒くは
なかった｡

5月
（4/14～5/16）

443kW
7,794円 暖房なし

9月 448kW
雨が降って天窓が開けられず夜間換気が出来ない､そのうえ暑
かったので冷房は昨年より多用した｡しかし､電気使用量は冷暖
房なしの5月とさして変わらない量である｡
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